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より本質的な自己免疫疾忠、の病因追求の前提として.自
己抗体に対応する“自己抗原"の免疫化学的解析は，必
要不可欠である。我々はヲ自己免疫疾患自然発生モデ/レ
マウスを用い， クームス抗体および抗 DNA抗体産生
マウスハイブリドーマ株を樹立し，それらの自己抗体お
よび対応する抗原の特異J性を解析した。 
16.気管支端息患者血清中に認められる抗 IgE抗体
の特異性
細田泰史，柳沢孝夫，岩本逸夫
小池隆夫，冨岡玖夫 (千大)
酵素免疫測定法を用いて，抗 IgE抗体を検出しうる
測定法を確立した。これを用いて気管支目指息患者血清中
の抗 IgE抗体を測定したところ，抗 IgE抗体陽性例は
アトピー '性R荷息で39例中33例の85%，手ドアトピー 'tin.肯息
では11例中 6例の55%に認められ， n掃息、群では正常群に
比し高率に検出された。 この抗 IgE自己抗体の気管支
端息の病態における役割に関しては現在検討中であるが
晴息の病態解明の新たなカギになるものと考えられた。 
17.本態性高血圧症 (E.H)におけるカテコールアミ
ン (CA)及びその代謝産物
一特に中枢性 CA代謝産物-MHPGー の動態に
ついて
神山佳久，西川哲男，山田研一
田村泰，熊谷朗 (千大) 
EHの病因として CA代謝異常が考えられるので，
血中尿中 Norepinephrine(NE)と中枢性 NEの代謝産
物;MHPG (3-Methoxy，4-hydroxy，phenyl-ethylene 
glycol)の動態を調べた。
血柴 NE と MHPG. 尿中総 MHPG，MHPG-
Sulfate (特に中枢 CAを反映するといわれている)と
尿中 NEとに有意の相関がみられた。もし MHPGが
中枢 CAを反映しているならば， EHで末梢交感神経
は，中枢 CAに連動してコントロールされている可能
性が考えられる。 
18.経皮的門脈血採取により診断したインスリノーマ
の2症例
鈴木|也金塚東，尾世川正明
西出敏雄，石川洋，山本恭平
牧野英一 (千大)
症例① (73歳男)は腹部 CT，血管造影にて枠尾部の
J/霊場を確認，経皮的門脈血採取によりインスリノーマと
診断し手術した。手術標本を抗インスリン抗体により染
色し腫療細胞がインスリン産生細胞であることを証明し
た。症例② (45歳女)は腹部 CT，血管造影にて異常所
見を認めず，経皮的門脈血採取によってのみ勝頭部の腫
蕩の存在を確認し得た例である。症例②は下重体腫療の
合併をみており多発性内分泌腺腫症 Type1と考えられ 
fこ。 
19.糖尿病における自律神経症と血中ガストリンの変
化について
金塚東，尾世川正明，鈴木隆
牧野英一 (千大)
糖尿病性神経症による自律神経障害の診断と治療は重
要である。近年自律神経障害による denervateddiabetic 
heartの診断に heartrate variationの検査が有用である
と報告された。一方 diabeticgastroen teropathyの診断
と治療はなお困難である。 heartrate variation検査陽性
患者において試験食 (OKUNOS-A)負荷後血中ガスト
リンの高反応が認められた。従って高ガストリン血症は
胃迷走神経の障害によることが示唆され，当検査により 
gastroen teropathyの診断が可能と思われる。 
20.平滑筋由来の泡沫細胞形成におけるマクロファー
ジの作用
斎藤 康，藤山葉子，白井厚治
佐々木憲裕，西出敏雄，石川洋
(千大)
泡沫細胞の形成機構および起源細胞は未だ明らかにさ
れていない。平滑筋細胞と正常低比重リポ蛋白を培養し
ても泡沫化はみられない。またマクロファージを行って
も同様である。しかしマクロファージ変性低比重リポ蛋
白 (D・LDL)を培養すると泡沫化がみられた。更にマク
ロファージと D-LDLを培養したメディウムを平滑筋
細胞と LDLの培養薬に添加すると泡沫化がみられた。 
21.ラット副腎におけるコレステロールエステル代謝
について
三上恵只，西川哲男，斎藤康
田村泰 (千大)
松岡信夫 (川鉄〉
熊谷朗 (富山医科薬科大)
ステロイドの前駆物質であるコレステローノレは，血中
のリポ蛋白より供給され，脂肪滴として副腎皮質細胞内
に存在している。この脂肪滴の成分であるコレステロー
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ノレエステノレの分解および生成に関する酵素について検討
を行った。コレステロー/レエステノレ水解酵素は燐脂質の
添加により活性化され， ACTH投与により活性増加を
認めたが，コレステロールエステ/レ合成酵素は逆に抑制
され， ACTHのステロイド合成促進機序と考えられる。 
22.難治性高脂血症の臨床 家族性高コレステロール
血症 (FHC)について
白井厚治，西出敏雄，石川洋
佐々木憲裕，斉藤康 (千大) 
FHCは高コレステロール血症があり，しかも一親等
にも高コレステロール血症がみられ，アキレス臆肥厚 
(9.0mm以上)を伴う。本症では動脈硬化症の進展が早
く，しかも頻度は 500人に一人といわれ最も高頻度な遺
伝疾患である。我々は本症患者に種々な抗脂血剤を投与
し，血清コレステロール値が重症 (300mg/dl以上)に属
した者でも軽症領域 (260mg/dl以下)にまで改善され
る症例がみられ，早期発見と投薬治療により動脈硬化症
進展予防の可能性が示唆された。 
23.ラット腹腔マクロファージのアラキドン酸代謝に
及ぼす EPA(エイコサペンタコン酸)の影響
斉藤博幸，平井愛山，寺野隆
田原和夫，田村泰，熊谷朗
(千大) 
Wisterラット腹腔マクロフア}ジ (Mゆ)を，腹腔洗
浄液より Falcondishを用いて選別分離した。 (l-14CJ
アラキドン酸 (14C-AA)により Mゆをプレラベルした。
プレートから free14C・AAを洗い流した後， A23187， 
Cacb，freeエイコサベンタエン酸 (f-EPA) を含有す
るメディウムを入れ M件を刺激した。 f-EPA濃度を変
える事により， Mゆ細胞膜からの 14C-AAの動員とその
代謝を検討した。その結果，既報の通り f-EPAが， 14C-
AAの Cyc100xygenase系での代謝を抑制する結果を確
認すると共に， hipoxygenase (L.O.)系では， 12-L.O. 
と 5ーしO.とでは， f-EPAがそれぞれ異なる抑制作用
を有し， 12-L.O.がより低濃度の f・EPAで抑制される
事が判明した。 
24.腎における昇圧系一降圧系カスケード
山田研一(千大)
腎における昇圧系 Renin-Angiotensinと降圧系 Kal1i-
kreinkinin及び両系を linkする AgIConverting enzy-
me=kininaseIの相関について報告した。 
25.等カロリー高炭水化物食及び低炭水化物食の 
HDL亜分画に及ぼす影響 (HDLsize，apo E， 
C-II，C-IIIについて)
佐々木憲裕(千大7
健常男性に等カロリー，等コレステロー/レ含有の高炭
水化物食 (HCHO)及ひ、低炭水化物食 (LHCO)を夫々  
3週間ずつ投与して血中 HDL の亜分画の性状につい
て検討した。 HCHOでは LHCOに比べ HDL2の量の
減少と粒子 sizeの増大を認め，又 HDLz中の apoE及
び apoE/(apo C-II +apo C-ill)比は有意の高値を示
した。このことは HCHOによる HDLzの量の減少は
肝細胞 receptorに結合能力を有する apoEの絶対的増
加による肝でのc1earanceの促進に基くものと推測され
た。 
26.急性白血病における正常造血抑制について
伊藤国明，藤岡成徳、(千大)
急性白血病における正常血球の減少は，臨床的に合併
症の原因として重要である。そこで白血病細胞培養上清
のE常頼粒球系幹細胞 (CFU・C) に及ぼす影響につい
て検討した。 
CFU-Cの測定は，単層軟寒天法を用い，細胞数50ケ
以上のものをコロニーとして算定したが，この培養系に
白血病細胞培養上清を10%添加した。急性白血病21例中 
13例について，正常人骨髄 CFU・C に対する抑制活性
の存在が認められた。この活性の性状についても検討し 
fこ。 
27.血液疾患における血小板のプロスタグランディン
感受性について
王伯銘，藤岡成徳(千大)
慢性骨髄増殖性疾患及び倉J性白血病の血小板凝集に
おける ProstaglandinD2の抑制効果を検討した。 50%
凝集抑制に必要な PGD2濃度は健康人 10人で 8.2-34 
ng/ml，慢性骨髄増殖性疾患で31-323と高値， CML急
転例で 3200，10万， 32万と異常高値， ALL 7例で 5例
は高値， AML5例は非寛解時で高値，寛解時で正常， 
APL 4例は非寛解時で高値，寛解時で正常，臨床経過
を追えた急性白血病 2例における血小板 PGD2抵抗性
の異常とその改善は臨床経過と一致した。
